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「国・東電に責任」前橋地裁判決





　小野寺弁護士のお話はこの判決の意義から始まった。主要な全国紙は３月18日の朝刊一面トップで報道し、社説にも取り上げた。全国の地方紙も同様だった。特に判決が｢原発事故の責任が国にも東電と同等の責任がある｣といっている意味は大きい。同時に、福島を離れ避難している人々がひっそりと暮らしを立てながらつながりを付けて踏ん張ってきた戦いが一挙に全国隅々まで広く知らされた。このことの意味がどれほど大きいだろうか。





原発の被害とは何だったのだろうか





　生活そのもの、生きるすべが失われた。１人月10万円の生活支援や１人８万円の補償金で償われるようなものではない。耕す田畑が失われた。そこに行けば採ることのできた豊富な山菜が食べられなくなった。川の水も危険。アユやウナギは食べられない。そうしたすべての営みのもとになる住居が使えない。家に住めないのだ。眠ることもできない。


　仮設住宅の劣悪さは耐えられないものだ。狭い、寒い。２年たった頃から壊れ始め、６年たった今も多くの人が住んでいるが、期限が来たからと追い出そうとしている。


　県外避難は自主的といっているがやむをえずといったほうがよい。新しい土地では避難者であることをひた隠し生きている。それは激しい放射能への偏見、被災者支援へのやっかみ、子どもへのいじめに囲まれて生きていかなくてはならないからだ。一筋の希望を見いだせない被災者が自死に追い込まれることも少なくない。





自らの生活全てを取り戻す裁判


　23地裁30件１万２千人の被災者が原告となって争っている。地を這うようにつながってきた原告たちは、表立った原告団を作ったり大声で宣伝することはなかった。今年から来年にかけて「司法判断」が続く。９月に千葉地裁と京都地裁、10月に福島地裁・生業訴訟判決と福島地裁いわき支部。同時に全国の裁判が進行している。





裁判が明らかにする事と行政・立法の役割





　｢被災者に寄り添わない｣被災者切り捨て政策が露骨に進められる中で、裁判がその実態を暴き権利を認めさせる。国側は高裁、最高裁と被災者切り捨ての判決を確定していくかもしれないが、裁判の過程で大きな国民の関心をひき起こすことができれば政治を動かす力になっていく。裁判で負けたとしても政府や国会が救済を具体化することになる。


　小野寺さんご自身が長年にわたり経験した裁判闘争を｢政策形成訴訟｣と呼び振り返られた。ハンセン病、中国残留孤児、朝鮮人強制連行、水俣病、アスベスト被害。どれも50年60年、短くとも20年30年の長期にわたる戦いになっている。





　原子爆弾技術の商業利用





　１９５３年末アイゼンハワー米大統領の「アトム・フオア・ピース」で始まった。日本では１９６０年代に原発建設ブームが訪れた。当然のことながら安全性についての議論は広がった。アメリカでも１９５７年、１９６５年に大事故の損害評価例が報告されて１９７３年に公表されている。ここではすでに巨額の損害額が計上されていた。





被災者の生活の保障を全面的に





　いまだ放射能濃度が高くて住めないところへ帰還させようとしたり、住宅の保障を打ち切ったり、仮設から追い出したり、何の責任もない住民を抹殺するかのような国と東電による「棄民政策」は到底許せるものではありません。


　原発被害者を、自然災害と同様に災害援助法を適用して地方自治体が支援するという仕組みを変え、国と東電が生活再建に取り組むようにしなければ、抜本的な生活再建はできないということです。


　情熱あふれるお話でした。


　　（大野　哲夫・記）
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　調布「憲法ひろば」の３月例会は３月26日、たづくり１００１会議室で、福島原発放射能汚染公害訴訟弁護団の小野寺利孝弁護士（写真左）のお話。参加は34人。丸山重威世話人（写真右）の司会で進行、記録は大野哲夫世話人にお願いしました。（編集部）
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